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頁 更新箇所 2024年5月21日版 2024年5月31日版

Ⅰ 概要とスケジュール

7
1.　様式1（患者属性や病態等の情報）
(1) 対象範囲

※2：診療報酬改定年度において新規にDPC準備病院となった医療機関のうち、診療報酬改定の前
年度において様式40の5の届出を行っていない医療機関については診療報酬改定年度の6月1日以
降の入院症例を対象として様式1を作成する。また、DPC対象病院及びDPC準備病院でないデータ
提出加算算定病院（以下、出来高算定病院という。）については、様式40の5の届出後に作成する試
行データ作成対象月の初月1日以降の入院症例であって、診療報酬改定年度の6月1日から翌年3
月31日の間に退院又は転棟した症例を対象として該当月の様式1を作成する。

※2：診療報酬改定年度において新規にDPC準備病院となった医療機関のうち、診療報酬改定の前年度にお
いて様式40の5の届出を行っていない医療機関については診療報酬改定年度の6月1日以降の入院症例を
対象として様式1を作成する。また、DPC対象病院及びDPC準備病院でないデータ提出加算算定病院（以下、
出来高算定病院という。）については、様式40の7の届出後、本データ作成開始対象の該当四半期の初月1
日以降の入院症例であって、当該年度の6月1日から翌年3月31日の間に退院又は転棟した症例を対象とし
て該当月の様式1を作成する。

Ⅱ 各様式と入力要領

112 M170030　退院に向けた会議の開催状況

①　入棟後に初めて行われた、当該患者の退院に向けた会議の実施日
病棟（病床）に入棟後に初めて行われた当該患者の退院に向けた会議の実施日を入力する。
YYYY（西暦4桁）MM（月2桁）DD（日2桁）の値（計8桁）を入力する。
例　実施年月日が2024年6月10日　→　20240610

①　入棟後に初めて行われた、当該患者の退院に向けた会議の実施日
病棟（病床）に入棟後に初めて行われた当該患者の退院に向けた会議の実施日を入力する。
YYYY（西暦4桁）MM（月2桁）DD（日2桁）の値（計8桁）を入力する。
例　実施年月日が2024年6月10日　→　20240610
当該患者の退院に向けた会議を実施していない、又は不明な場合は「99999999」を入力する。
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135 様式３の仕様の追加
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148 ①　看護必要度判定対象
評価対象外であれば当該実施日に該当するものを下記表から選び入力する。複数該当する場合は
値の小さいものを優先する。DPC対象病院については、当項目に限り短期滞在手術等基本料３を算
定できると仮定して入力すること。

評価対象であれば"0"を入力し、評価対象外であれば当該実施日に該当するものを下記表から選び入力す
る。各評価票の手引きにおいて記載がある評価対象外の理由を選択することとし、その上で複数該当する場
合は値の小さいものを優先する。DPC対象病院については、当項目に限り短期滞在手術等基本料３を算定
できると仮定して入力すること。

148 ①　看護必要度判定対象　Q&A修正

Ｑ：2024年度改定に伴い、一般病棟用は短期滞在手術等の場合も看護必要度の対象になりました。
短期滞在手術を実施した場合TAR0010は、「1：短期滞在手術等基本料算定症例」と「0：重症度、医
療・看護必要度判定対象」のどちらを選択するのか。
Ａ：複数に該当する場合は番号の小さい方を選択する仕様です。評価対象であり、かつ短期滞在手
術等基本料の症例であれば、「0：重症度、医療・看護必要度判定対象」を優先して選択ください。

Ｑ：2024年度改定に伴い、一般病棟用は短期滞在手術等の場合も看護必要度の対象になりました。短期滞
在手術を実施した場合TAR0010は、「1：短期滞在手術等基本料算定症例」と「0：重症度、医療・看護必要度
判定対象」のどちらを選択するのか。
Ａ：評価対象であれば”0”を選択すること。
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148 ①　看護必要度判定対象　Q&A追加

Ｑ：一般病棟用の評価票において、15歳未満の短期滞在手術等基本料３算定患者である場合、どの値を選
択するのか。
Ａ：短期滞在手術等基本料算定症例は一般病棟用の評価票において評価対象外とはならないので”2”を選
択すること。

Ⅲ 関係資料


